
 
              主催：ＮＰＯ法人築地居留地研究会 後援：中央区 
  

平成３１年１月度 定例報告会のご案内 
  テーマ：『築地居留地と「カフェーパウリスタ」』 
        

Café Paulista は現存する日本最古の喫茶店です。喫茶店の原型を作ったカフェと

して知られています。明治４４年の開業ですので今年で１０８年の歴史がありま

す。築地居留地との関係が深く、聖路加国際大学の敷地にある（１）慶應義塾の発

祥の地（２）芥川龍之介生誕の地とパウリスタの関連についてお話を致します。 

  

           日 時：平成３１年１月１９日（土）14：00 ～ 16:00 

場 所：聖路加臨床学術センター３階３３０２号室 

               東京都中央区築地３－６－２ 

講 師：長谷川泰三（はせがわ たいぞう） 

               昭和１１年（１９３６年）東京の八丁堀生まれ 

               慶應義塾大学経済学部卒 

                カフェーパウリスタ五代目社長・現相談役 

                 趣味は登山、読書、将棋、地質学 

 著 書：「カフェーパウリスタ物語」（文園社） 

       ノンフィクション部門最優秀作品 

 

       

 

 

 

 

 

   

 

講演聴講：無料 一般公開 予約不要 どなたでも聴講できます。 

１６：１０～１６：３０ 記念集合写真  講演関連跡地を散策 

１６：３０～１７：４０ 茶話会：講師を囲んでの茶話会を行います。 

茶話会参加費：５００円 

お問い合わせ先：０３－３５５１－７５９５ 

 
 

 

 
 

大正五年カフェーパウリスタ新年会 わたせせいぞうが描いた「カフェーパウリスタ」 



 


